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報告書 

 

 

2025年 3月 11 日 

ケニア国「ＧＢＶの撤廃に向けた地方行政能力強化案件」 

久保田真紀子（JICA 専門家） 

 

１．はじめに 

 

昨年 11 月にパナソニック社から寄贈されたソーラーランタンの活用状況やジェンダーに基
づく暴力（GBV）の予防や撤廃に対する影響を把握するため、寄贈から 3か月が経過した
2025年 2月下旬から 3月初旬にかけて、配布対象となった 97 名の女性のうち 42名を対象
とする聞き取り調査を実施した。調査に際しては、フォーカス・グループ・ディスカッシ
ョン並びに個人インタビューを実施するとともに、個別の家庭訪問を行った。さらに、
2025年 3月 6日には「国際女性の日」の取り組みの一環として同村で寄贈式のビデオ上映
会 1を開催した。 

 

【調査日時】 2025年 2月 24日（月）、3 月 3日（月）、3月 6 日（木） 

【調査手法
2】 

 個人インタビュー（裨益女性６名） 

 フォーカス・グループ・ディスカッション（裨益女性 計 36 名） 

 コミュニティ・ヘルス・オフィサー（1名） 

 

 

２．主な調査結果 

 

1）ソーラーランタンの導入により、女性たちの夜間の活動時間が平均で 3時間増加してい
る。この追加時間を活用し、女性たちは自己学習に平均で 50分を充てるようになってい
る。 

ソーラーランタンの導入により、これまで平均して午後 7 時から 8 時に就寝していた同村
の女性たちは、夜間の活動時間を午後 10 時から 11 時まで延長し、自身や子どもたちのた
めの時間を増やしてきている。この追加時間を活用し、識字教室に通う女性たちは平均し
て毎日 50分を自身の勉強に充て、その学習効果を高めつつある。識字教室の教師は、「以

 
1 ビデオ上映会には、村の住民 65 名（女性 51 名、男性 14 名）に加えて、行政官 3 名、JICA 関係者 3 名
が出席した。 
2 2 月 24 日（月）の調査はプロジェクトが用意した質問票に基づいて、現地のスタッフがインタビュー調
査を実施。3 月 3 日（月）並びに 3 月 6 日（木）の調査はプロジェクトスタッフ並びに久保田が直接イン
タビューを行った。 
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前は女性たちに宿題を出しても終わらせてくる人は少なかったが、今はほとんどの女性が
宿題を終わらせるようになったため、授業を進める速度も速くなった」と語った。 

 

  

2) 子どもたちの勉強時間が増えるとともに、家族の対話も増えている。 

ソーラーランタンによる安定した夜間の灯りのおかげで子どもたちが勉強する時間が増え
るとともに、母親と子どもたちとの対話やコミュニケーションが増えている様子も伺え
る。複数の女性たちから、「就寝時間がのびたことから、ソーラーランタンの灯りを囲ん
で子どもたちに物語を語って聞かせることができるようになった」「村に伝わる昔話を子ど
もにしてあげている。」「夜寝る前に、灯りの下で娘と FGM がいかに女性にとって危険か
を話した」といった声が聞かれた。夜間の時間の増加によって、女性たちは生活にわずか
ながらも時間的な余裕を見出し、子どもたちと触れ合う時間を増やしているが、こうした
変容は子どもたちの心身の健康や教育向上にも寄与するものと思われる。 

 

 

３）夜間の灯りへのアクセスによって、女性たちは収入を向上させつつある。 

ソーラーランタンによる灯りによって、女性たちは夜間のビーズ細工にも励み、中には収
入を増やしてきている女性もいる。フォーカス・グループ・ディスカッションでは、「以前
は一つのブレスレットを完成させるのに 2 日かかっていたが、夜の時間を活用することで
小さな作品であれば一日で完成させることができるようになった」「製作のスピードが上
がり、収入が増えた」という声が聞かれた。また、市場で商売を営む 2 人の女性は、これ
までは灯りがないため、午後 6時には閉店していたが、ソーラーランタンの導入後は営業
時間を午後 9 時まで延長し、一日の収益を平均 300～500 シル増加させてきている。これ
は月に換算すると 6,000から 10,000 シルの増収となるが、彼女たちはこの収入を子どもの
学費や衣服の購入、自身のお店の商品の種類やストックの拡充にあてている。その他、
「これまでは携帯電話の充電に 20シルを払っていたがソーラーランタンで充電が可能にな
ったことで、このお金を貯蓄に回せるようになった」「週に 250シルほどかかっていたケロ
シン代が節約できるようになり、その分を子どもの教育や栄養に充てられるようになっ
た」との声も寄せられた。 

 

 

4) ソーラーランタンは女性たちの身体的暴力被害の軽減に貢献している。 

ソーラーランタンの導入により、女性たちの家事労働の効率化と短縮が進み、ＤＶ被害の
リスクも減少している。同村では夕食の準備が遅れることで夫から暴力を受ける女性が後
を絶たない。しかし、ソーラーランタンの導入により、日没後も効率的に調理や家事を行
えるようになり、夫が求める時間までに夕食を準備することができるようになった。その
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結果、「夕食の遅れを理由に殴られることがなくなった」との声が今回聞き取りを行った
多くの女性からあがった。同村ではこれまでケロシンランプを使用しており、ケロシン代
として 1日 70 シリング（約 86円）程度を支出していた。しかし、ソーラーランタンの導
入により、ケロシンの購入が不要となり、その分の資金を食費に充てることが可能とな
り、夫が満足する食事を提供できるようになったことも DV の減少に寄与している。 

 

 

5) GBV被害を受けた女性を保護する活動が効果的に進みつつある 

パナソニック社から寄贈されたソーラーランタンは、村のクリニックでも活用されている
が、2024年 11 月下旬に配布されて以来、約 3 か月間で 28人の女性に夜間の医療サービス
が提供されている 3。安定した電気供給がない村では、頻繁に停電が発生し、夜間はクリ
ニックでの処置ができず、手遅れになるケースも少なくなかった。しかし、現在は 4名の
医療スタッフがソーラーランタンを活用し、女性たちに自信をもって医療サービスを提供
している。2025年 3 月には、夫からの暴力を受けた 2 名の女性からの夜間の救援要請に応
じ、ソーラーランタンを使って自宅まで駆けつけ、クリニックで手当を行い、その夜はク
リニックに宿泊させるなどの対応も行っている。医療従事者からは、「ソーラーランタンは
私たちに大きな自信を与えてくれている。医療従事者としての私たちの正しい行動を後押
ししてくれている」という声があがった。 

 

 

３．まとめ 

パナソニック社のソーラーランタンの導入により、女性たちの家事労働の効率化が進み、
その生活に時間的余裕が生まれている。これにより、女性たちの精神的な安定や生計向上
活動が促進され、子どもの健康や福祉も向上しつつある。また、ソーラーランタンの寄贈
を受けたことで、家族から一目置かれるようになり、女性たちが自己肯定感や自信を向上
させてきている様子もある。日没後も効率的に調理や家事を行えるようになり、夫が求め
る時間までに夕食を用意できるようになった結果、夕食の遅れを理由とする DV 被害が減
少していることも確認できた。 

 

一方で、現時点での DV 被害の減少は、既存の不平等なジェンダー関係を維持したままで
の対症療法的な現象であり、根本的な要因の変化によるものではないことに留意が必要で
ある。女性たちはソーラーランタンを活用し、個人レベルでのエンパワメントを進めつつ
あるが、集団的エンパワメントの強化にはまだ至っていない。今後、本寄贈による変化の

 
3 2024 年 11 月 19 日の寄贈式後、村に 2 か所あるヘルスクリニックに計 6 台のソーラーランタンを配布
した。 
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勢いを活かし、女性の可能力の強化や男性の意識・行動の変革に向けた JICA の技術協力
をさらに推進することで、ジェンダーに基づく暴力（GBV）のない持続可能でスマートな
コミュニティの形成を効果的に進めることが可能であると考える。 

 

パナソニック社のソーラーランタンは中国や現地製の商品と比較して、圧倒的に明るく、
点灯時間も長い。この特性により、女性やその家族の生活に大きなインパクトをもたら
し、男性を含む行政や住民からも非常に高い評価を得ている。パナソニック社によるソー
ラーランタンと JICA ならでは技術協力（ともに考え、現場でともに働く支援）の連携は
女性が平和で安全に暮らせる地域づくりに向けて相乗効果を生み出し、今後もその変革を
加速化させるものになると期待できる。 

 

以上 

 

 

 

別添資料① 個人インタビュー記録 

別添資料② フォーカス・グループ・ディスカッション記録 

別添資料③ 写真 
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別添資料① 個人インタビュー記録 (2025 年 3 月 3 日) 

 

女性① (28 歳) 

【家族構成】：夫（42 歳）と 5 人の子ども（16 歳、14 歳、12 歳、10 歳、3 歳） 

【教育レベル】：13 歳で学校を中退 

 

【ソーラーランタンがもたらした影響】 

 パナソニック社のソーラーランタンによって私たちの家は明るく照らされた。今、私は安
全に快適に調理をすることができる。子どもたちは宿題にも取り組むことができている。 

 晩御飯が終わった後も、灯りのおかげで食器を洗い、部屋を整えられる。またその後、座
って勉強もできるようになった（＊注 この女性は現在識字教室に通っている）就寝時に
は、夫がソーラーランタンを家畜小屋に置く。ハイエナなどから家畜を守るためである。 

 ソーラーランタンによって、私の夜の活動時間が大きく増えた。今は夜に勉強したり、ビ
ーズづくりなどをしている。前は７時半頃には就寝していたが、今は 10 時まで勉強する
ことができる。夜が怖くなくなったことも変化である。子どもたちが宿題をするようにな
ったこともうれしい変化である。 

 以前はケロシン代に毎日 70 シルほどかかっていたが、今このお金を食料や子どもの教育
に関する用途に充てることができるようになった。 

 ソーラーランタンによって、夫が帰宅する前に時間どおりに夕食が準備できるようになっ
たため、以前のように夫から殴られなくなった。前は夕食が時間どおりに準備できていな
いことで夫から頻繁に殴られていた。 

 夜のビーズ活動によって、前より私自身の収入も増えた。ソーラーランタンによって夜で
も自宅の周辺を自由に歩けるようになったことも生活上の大きな変化である。 

 

 

女性②（49 歳） 

【家族構成】：夫（59 歳）と 7 人の子ども（30 歳、27 歳（双子）、25 歳、14 歳、12 歳, 10

歳） 

【教育レベル：８歳で学校を中退 

 

【ソーラーランタンがもたらした影響】 

 ソーラーランタンを持ち帰り、その晩に灯りを付けた日のことは忘れられない。素晴らし
かった。私は識字教室の、子どもたちは学校の宿題をした。その日、私たちはみんな夜の
11 時まで起きていた。私は夜に料理もした。以前は夕方の早い時間に家の外で調理をしな
ければならなかった。ケロシン代が払えないことも多く、いつも暗闇で不安をかかえて生
活していた。でも、今は夜が怖くない。灯りがいつなくなるかと心配することがなくなっ
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たのが一番うれしい。 

 ソーラーランタンの影響は計り知れない。家事を終えた後、寝るまでの時間が 3 時間増え
た。以前は夜の 7 時には就寝していたが、今は夜の 10 時まで起きている。以前はケロシ
ンの煙で家の中が息苦しかったけど、今はそんなこともない。 

 ソーラーランタンを使い始めてから、貯蓄もできるようになった。以前は一週間に 250 シ
ルを使っていたケロシン代を節約することができている。このお金で食料を買ったり、子
どもが学校で必要なものを買うことができるようになった。これは私にとって大きな安心
となっている。 

 今、就寝前にはソーラーランタンをもって必ず家の敷地内を確認し、すべての安全を確認
してから眠りにつく。 

 この村の男性たちは妻が働きに出たり、遅く帰ってくることを好まない。私たちが野菜を
売ったり、他の家で洗濯や家事をしたりしてお金を稼がないと家族全員が食べていくこと
はできないのに、女性が少しでも遅く帰ってくると夫は私たちに暴力をふるう。調理のた
めには薪を集める必要もあり、遠くまで行かなくてはならないことも多いが、少しでも帰
りがおそくなると夫は私をののしり、殴る。そして次の日は外出を禁じられる。もし私た
ちが働かなければ、燃料を集めたり、水汲みに行かなければ、家庭は成り立たないのに、
夫はそうしたことをまったく理解していない。腹立たしいし、悲しい。 

 夫はたまに食料を買うためのお金をくれるだけで、家族のメンバーそれぞれのニーズには
無頓着である。家族を養い、面倒をみる責任はすべて女性に課されている。 

 ソーラーランタンによって、食事の準備や家の中の作業が効率的にできるようになったの
で、夫に殴られたり、暴言を吐かれる割合は少し減ったと思う。でも、根本は変わってい
ない。男性に対する教育をもっとしてほしい。 

 

 

女性③ 35 歳 

【家族構成】：夫（4０歳）と４人の子ども（16 歳、1３歳、1１歳、3 歳） 

【教育レベル】：13 歳で学校を中退 

 

【ソーラーランタンがもたらした影響】 

 ソーラーランタンを持ち帰った最初の夜は素晴らしかった。すごく誇らしく、いい気持ち
だった。家の中は明るく輝いていた。私は晩御飯づくりを快適に進めた。ご飯を食べた
後、子どもたちは宿題をした。私も 10 時半までビーズづくりにいそしんだ。 

 以前は、小さなソーラー式の懐中電灯を使っていたが、充電しても灯りは一時間しかもた
ないものだった。そのため、私たちの夜の時間は圧倒的に限られていた。でも、このパナ
ソニックのソーラーランタンで私たちの生活は大きくかわった。以前は 8 時には家族全員
が就寝していたが、今は 10 時頃まで起きて、勉強したり、ビーズづくりをしたり、子ど
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もたちと話をすることができる。 

 時間どおりに夕食を準備することができるようになったおかげで、夫から暴力を振るわれ
る機会が減ったことも私にとっては大きな変化である。以前は暗がりの中で調理するのが
大変だった。夫は夜の 7 時までに夕食をとりたがったが、暗がりの中での調理には手間が
かかり、30 分遅れるのは常だった。こうした中、夫はいつも子どもたちの前で私を叱り、
暴言を吐いていた。時には「罰」として殴られることもあった。今は 7 時までに夕飯を準
備できるようになったことから、私のリスクは大きく減った。 

 このプロジェクトのおかげでいろいろなことは変わったが、もっと男性に対する教育をし
てほしい。妻を殴ってはいけないこと、女性が果たしている役割を理解するべきことなど
の啓発や教育をもっと強化してほしい。政府ももっとそうした活動をすべきだ。男性が理
解すれば女性はもっと経済活動に励めるし、家族も豊かに暮らせるようになる。 

 

 

女性④ 19 歳  

【家族構成】：夫（38 歳/ドライバー）と 3 歳の子ども（3 歳）と暮らす 

【教育レベル】：11 歳で学校を中退 

 

【ソーラーランタンがもたらした影響】 

 ソーラーランタンを受け取った日は本当にうれしかった。ソーラーランタンで私の生活は
変わった。以前は 5 時頃から夕食を準備していたが、ソーラーランタンを使えるようにな
ってからは 7 時頃から食事の準備をしている。食事の後は食器をきちんと洗い、片付けを
することもできるようになった。その後は、子どもを寝かしつけ 11 時頃までビーズづく
りをしている。 

 

 以前はケロシンランプの煙がひどかった。家の中は黒ずんでいた。ソーラーランタンをも
らった翌日、私は家中を大掃除した。くろずみを全部ふきとった。そのおかげもあって、
ソーラーランタンの灯りで家の中は輝いている。 

 ソーラーランタンのおかげで貯金もできるようになった。以前は一週間に 250 シルほどを
ケロシン代に使っていたが、今はそのお金を鶏を増やすために貯蓄している。鶏を買って
収入向上活動をしたいと思っている。 

 この村で GBV は蔓延している。男性は女性を「子ども」と見なしていて、何か「悪いこ
と」をしたら罰を与えるのが当然だと思っている。昨日も、隣の家の女性が市場から遅く
帰ってきたことを理由にして夫から殴られていた。彼女は怪我をし、私たちは彼女を病院
に連れて行った。その後、実家に帰るように説得し、女性たち同士でお金を出し合って彼
女にバス代をあげた。こんなことはこの村では頻繁におきている。多くの女性が誰にも言
えない中で苦しんでいる。私自身は夫から暴力を受けたことはないが、時々叱られる。 
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女性⑤（35 歳） 

【家族構成】：夫（80 歳）と６人の子ども（24 歳、19 歳、17 歳、11 歳、12 歳, 1 歳） 

【教育レベル】：12 歳で学校を中退 

 

【ソーラーランタンがもたらした影響】 

 ソーラーランタンを持ち帰った日、夫がすごく喜んで私に感謝してくれた。識字教室に参
加しているからこのランタンをもらえたんだと夫に報告した。それを聞いて夫は識字教室
での勉強を頑張るようにと励ましてくれた。 

 ソーラーランタンを受け取ったその日の夜、私は識字教室から出されていた宿題を行い、
子どもたちは学校の宿題をした。そして互いに遅くまで語り合った。子どもたちに物語を
語って聞かせたりもした。 

 以前は夜の 7 時頃には就寝していたが、今、私たちは 9 時から 10 時頃まで起きている。
子どもたちも勉強時間を長くとるようになった。以前はケロシンランプ代を節約するため
に、夜はランプを消していたため、子どもたちは十分な勉強時間をとることができなかっ
た。今はそんなことを心配する必要がないのがすごくうれしい。思う存分電気をつけて、
子どもに勉強をさせている。 

 貯金もできるようになった。前は一日に 70 シルをケロシン代に使っていたが、そのお金
を食費にまわせるようになった。 

 ソーラーランタンのおかげで家の外の管理もできるようになった。以前は暗闇の中を歩く
のが大変だったが、今は、ランタンをもって家の敷地内や家畜の様子を確認する作業がで
きている。 

 この村の女性たちは、食事の用意がきちんとできないと殴られる。十分な食材が確保でき
ないと殴られる。でも夫が食費を十分にくれるわけではない。食事を準備するのは女性の
仕事とされている中、食材を購入するお金を賄うのも女性の役割と考えられている。でも
妻が外に働きに出ることを嫌う男性は多い。少しでも帰りが遅くなると、外で浮気してい
たのではないかなどと疑がって暴力をふるう。家族のために一日一生懸命働いているのに
悲しい。 

 私の結婚は祖父によってアレンジされた。当時私は 13 歳だった。夫は結婚当初は毎日私
を殴っていた。今は高齢になったので、殴ったりはしないが、私のことをしょっちゅう叱
る。 
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女性⑥（28 歳） 

【家族構成】：夫（35 歳）と 3 人の子ども（10 歳、8 歳、4 歳）と暮らす 

【教育レベル】：7 歳で学校を中退 

 

【ソーラーランタンがもたらした影響】 

 最初の夜、家中が灯りで照らされた。それを見てすごく幸せな気持ちになった。夫も子ど
もたちもみんなが笑顔で幸せそうだった。その夜は子どもと一緒に勉強した。そして子ど
もたちに物語を語って聞かせた。私たちはみんな夜の 10 時半まで起きていた。夫は寝る
前にランタンを外に持っていき、家畜小屋を照らした。家畜を野生動物の攻撃から守るた
めにもこのランタンは役に立っている。 

 ソーラーランタンのおかげで毎日 70 シルほどが節約できている。このお金で十分な食材
が買えるようになり、家の中での争いごとが減った。十分な食材で時間どおりに夕食を準
備できるようになったおかげで夫からの暴力も減った。 

 この村では暴力が絶えない。夫は妻が外に働きに行くことを好まない。妻が経済活動をす
ることを嫌う一方で、食材の確保は女性に求める。そしてそれができないと妻をなぐる。
矛盾している。ほとんどの夫は家庭を顧みない。家族の面倒をみているのは女性たちであ
る。 

 私の夫も私が外で働くのを許さない。そのため、夫が出かけた後、こっそり家を出て働き
に行く。野菜を売ったり、地域の道路整備の手伝いをしたり、他の人の家で洗濯をしたり
してお金を稼いでいる。（こうした労働で得られる報酬は 150 シルから 200 シル程度） 

 私の外出がばれたとき、以前は殴られていた。でも JICA のプロジェクトによって、GBV は
犯罪であることが知られるようになったので、今は殴られることはなくなった。でも口で
暴言を吐く。ＧＢＶの撤廃に向けて、女性たちの生活向上をもっと支援してほしい。 

 GBV の撤廃に向けた JICA の支援によって、女性が沈黙を破って、自らの経験を語れるよう
になりつつある。そのため、少しずつ村は変わりつつある。でもまだまだ足りない。男た
ちをもっとなんとかしてほしい。彼らの教育が必要。 
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別添資料② フォーカス・グループ・ディスカッション記録 

FGD 1 

【日時】2025 年 2 月 24 日（月）14:30-16:00 

【対象】サバイバーネットワークに所属する女性 12 名（ソーラーランタンの受益者） 

 

ソーラーランタンが日常生活に与えた影響について 

• ソーラーランタンは生活を大きくかえてくれた。夜に活動できる時間が３時間増えた。以
前は午後 7 時か午後 8 時には就寝していたがソーラーランタンを受け取った後は、午後 11

時まで起きている。最初の夜は子どもと一緒に宿題をした。子どもから字を教えてもらっ
た。 

• 私も同じ。今も子どもの宿題を見てあげたり、ビーズ細工の作業にあてている。 

• 灯りがあるので、家事にも余裕ができた。今は、夜に子どもたちに物語を語って聞かせる
時間ももてるようになった。昔から村に伝わる話を聞かせてあげている。子どもたちもと
ても喜んでいる。 

• 私は昨夜、娘と FGM の話をした。FGM がいかに女性の身体にとって害となるかを話して
きかせた。 

• 夜の時間を使って、だいたい一日に 1 時間くらい勉強している。 

• 私はだいたい 50 分くらい（複数回答） 

• 夫からの暴力が減ったと思う。こ以前はほぼ毎日のように叩かれていた。夕食を時間どお
りに準備できなかったり、十分な量が準備できないと殴られた。今は、ソーラーランタン
のおかげで灯りの下で効率的に調理の準備ができる。そのため、時間どおりに夕食がつく
れるので、叩かれることが減った。 

• うちも同じ。時間どおりに夕食を準備できるようになったし、ケロシンランプ代に使って
いたお金で食材を買えるようになったので、夫が満足する食事を出せている。そのため、
殴られることが減った。 

 

 

 

FGD 2  

【日時】2025 年 3 月 3 日（月）14:30-16:0 

【対象】識字教室に参加する女性 24 名（ソーラーランタンの受益者） 

 

ソーラーランタンが日常生活に与えた影響について 

• ソーラーランタンによって夜の活動時間が 2 時間延長された。以前は午後 7 時、または灯
油が十分にあるときでも午後 8 時には就寝していたがソーラーランタンを受け取った後
は、午後 10 時から 11 時まで起きているようになった。 
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• 夜の延長された時間を活用して、ビーズ細工を仕上げたり、子どもと一緒に宿題や勉強を
することができるようになった。以前は家事の合間にわずかな時間しかビーズ細工に費や
せず、一つの作品を仕上げるのに 2 日かかっていた。しかし今では、夜の時間を使って小
さな作品を完成させることができるようになった。 

• •ソーラーランタンのおかげで店の営業時間が延長された。以前は照明がないため午後 6

時に店を閉めていたが、ソーラーランタンを受け取った後は午後 9 時まで営業できるよう
になり、1 日あたり 300～500 ケニア・シリングの収益増加につながっている。また、店か
らの帰宅時にランタンを使って道を照らすことで、安全に帰宅できるようになった（市場
（村の「ショッピングセンター」で商店を営む 2 人の女性） 

• ソーラーランタンは、夜間の野生動物の侵入を防ぐのにも役立っている。以前はハイエナ
が夜に家畜を襲うことがあったが、ランタンを受け取った後は、就寝時に外に置くことで
攻撃が減少した。 

• ソーラーランタンの導入により、節約も可能になった。以前は灯油を購入するために 1 日
あたり 70 から 100 ケニア・シリングを使っていたが、現在は持続可能な照明を確保でき
るため、その分の費用を節約できるようになった。浮いたお金は食料、学校の文房具、子
どもの衣類の購入に充てたり、女性グループの貯蓄に回したりしている。 

• 以前は携帯電話の充電に 1 日 20 ケニア・シリングを支払っていたが、現在は就寝前にソ
ーラーランタンを使って充電できるようになった。そのため、充電に使っていた 20 シリ
ングを女性グループの貯蓄や家族の食料購入に充てることができるようになった。 

 

 



 

Field Trip to Kajiado- Impact of Solar lantern (2025) 

  
Ms. Eunice, 35 years old, a beneficiary of solar lantern and a 
learner in the adult literacy program. 

Ms. Elizabeth 38 years old, a beneficiary of the solar lantern. 

She uses the lantern in her shop at the shopping center. 

  
Focus group discussion with the women at Orinie village on the 

impact of solar lantern in their lives. 

Focus group discussion with the women at Orinie village on the 

impact of solar lantern in their lives. 

  
Video Show on 6th of March at AIC Church in Orinie Women watching the solar lantern donation ceremony video 

which developed by Panasonic Corporation. 

 


